
１章はじめに

計画の期間

策定から8年間 （令和7年度～令和14年度）

対象とする交通

鉄道、路線バス、コミュニティバス、タクシー等
の公共交通を対象とします。
また、福祉輸送やシェアリングサービス、施設等
の送迎バスなど、地域の多様な輸送資源についても
連携・活用の対象とします。

地域公共交通計画は、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に基づく計画で、
「地域にとって望ましい地域旅客運送サービスの姿」を明らかにする「マスタープラン」と
しての役割を果たすものです。
小金井市では、以下を考慮し公共交通に関するマスタープランとして本計画を定めます。
●コミュニティバス再編後（令和4年8月再編計画策定、令和5年4月再編運行開始）の
市内の地域公共交通の在り方を示す

●持続可能な地域公共交通ネットワークを構築し、鉄道・路線バス・コミュニティバ
ス・タクシー・その他の交通体系全体を活用する

●市民をはじめとする人々の移動の利便性を向上させる

対象区域

小金井市全域

役割分担

公共交通は交通事業者や市が持続可能な方法
を検討しサービスを提供するものではなく、市
民も一体となって支えるものです。市民・交通
事業者・市の３者それぞれが役割を担い、協働
して守り育てること
が必要です。

２章小金井市の現状とニーズ

少子高齢化が進み今後は人口も減少 市内の公共交通利用者数は未回復

移動自体が減少、鉄道の利用割合は増加・自動車や自転車の割合は減少

人口は令和2年頃まで実績値で増加傾向にあり、
その後も緩やかに増加すると推測されています。
しかし、令和12年頃にピークを迎え、以後減少に
転じるとともに令和42年にはおおよそ３人に１人が
高齢者となる時代が到来すると見込まれています。

公共交通の利用者数は、令和元年度までおおむ
ね横ばいの傾向でしたが、新型コロナウイルス感
染症拡大の影響によって令和2年度に大きく減少
し、以降徐々に回
復傾向にあります。

交通手段については、平成20年から平成30年で市内外での
移動で鉄道の割合が増加しています。
一方、自動車、自転車については市内々、市内外のトリッ
プいずれにおいても割合が減少しています。

■移動先別トリップ数

出典：東京都市圏パーソントリップ調査より作成

■小金井市における代表交通手段の分担率
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出典：東京都市圏パーソントリップ調査より作成

■５年ごとの年齢３区分別人口と高齢化率の推移

出典：住民基本台帳デー
タと小金井市人口ビジョ

ンより作成
出典：東日本旅客鉄道HP、西武鉄道HP、バス事業者提供資料より作成

■公共交通利用者数の推移

平成30年における小金井市の市内々、市内外のトリップ数の構成比をみると、市外への移動と市外か
らの移動は同等程度です。
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公共交通に対する評価

移動に関する不満は低いですが、「移
動に時間がかかる（20％）」や「バスや
鉄道はあるが利用しにくい（13％）」の
項目が不満事項として指摘されています。
路線バスやコミュニティバスに対する
不満も低いですが、改善要望として運行
本数や運行ルートに対する意見が多く
なっています。

今後に向けたニーズ

今後の小金井市の移動環境や公共交通に対して、以下のよ
うな意見をいただいています。

３章地域公共交通の課題

【課題１】公共交通の維持・さらなる利用促進

●公共交通の利用者数は新型コロナウイルス感染症拡大前より減少傾向。
●将来的な人口減少に伴いさらなる利用者の減少が見込まれる。高齢化により公共交通を必要とする割合
は増加することが見込まれる。
●市民・来訪者を含めた公共交通の利用を促進していくことが重要。
●路線バスを補完する交通手段として、コミュニティバスの継続的な運行と利用促進が求められる。
●利用者のニーズに応じたわかりやすい情報提供の工夫や充実化が必要。
●運転士不足によるサービスの縮小が見込まれる。運行の効率化や多様な交通手段との組み合わせ・新技
術活用も検討が必要。
●これらの課題を、喫緊の課題として、取組が必要であるという認識を広め、市・市民・事業者で共有し
ていくことが重要

【課題２】公共交通の利用に課題がある方への対応

●公共交通不便地域として残っている箇所や、坂による高低差などからアクセスが不便な地域・施設が
残っている。
●現状の公共交通サービスを最大限活用し、子ども、子育て世帯、高齢者、障がい者等、多様な主体がさ
らに利用しやすい移動環境への改善や、利用しやすい雰囲気づくりと啓発が必要。

【課題３】まちづくりと連動した交通の構築

●市域の中央に新たな拠点となる新庁舎・（仮称）新福祉会館の建設が進められている。
●武蔵小金井駅周辺及び東小金井駅周辺でのまちづくりの進展に伴う対応が求められる。
●住み続けたい・住んでみたいまちであるため、交通結節点の拠点性を強化、にぎわい・活力の向上に向
けた取組や場の創出が必要。
●歩行者・自転車等の安全な移動環境の確保も重要。

【課題４】多様な交通手段の効果的な活用

●高齢化の進行や新たな移動サービスの普及により、市内の移動ニーズが変化していくことが想定される。
●新たな交通手段が有効に機能するよう、既存の公共交通との関係性を整理した上で、適切な役割分担・
連携により、移動データや民間活力等も活用しながら活用の方向性を検討することが必要。
●多様な交通手段の活用のため、交通安全教育及び利用者マナーの周知も必要。
●低炭素社会の実現に向け、自動車利用から公共交通や自転車への転換、環境にやさしい移動手段の活用
が求められる。

２章小金井市の現状とニーズ
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中心の歩きやすい空間の確保

24%

39%

21%

10%
4% 3%

4-① 満足度

十分満足している ある程度満足している

普通 少し不満がある

大いに不満がある 無/無効回答

N=403

56%

2%

4%

13%

11%

20%

11%

0% 20% 40% 60%

特に問題はない

送迎してもらうのが大変（自分の時…

目的地に行くバスや鉄道がない

バスや鉄道はあるが利用しにくい

移動にお金がかかる

移動に時間がかかる

その他

2-1⑤ 通勤・通学先への移動の課題

N=471

送迎してもらうのが大変（自分の
時間で動けない、気をつかうなど）

3%

2%

19%

4%

4%

9%

4%

0%

3%

2%

5%

1%

13%

30%

0% 10% 20% 30% 40%

ルートや運行状況の情報提供

バス停の位置（自宅や目的地からの距離）

運行本数（頻度）

始発バスの時間

最終バスの時間

時間通りの運行

運賃の金額

運賃の支払い方法

運行ルート

車内環境（定員、乗り心地）

バス停環境（時刻表、屋根）

他の路線・交通手段との乗継（時間・距離）

特にない

無/無効回答

4-② 路線バスの不満

N=403

1番目に不満なこと

0%

0%

24%

11%

5%

3%

8%

5%

11%

2%

1%

0%

5%

27%

0% 10% 20% 30% 40%

ルートや運行状況の情報提供

バス停の位置（自宅や目的地からの距離）

運行本数（頻度）

始発バスの時間

最終バスの時間

時間通りの運行

運賃の金額

運賃の支払い方法

運行ルート

車内環境（定員、乗り心地）

バス停環境（時刻表、屋根）

他の路線・交通手段との乗継（時間・距離）

特にない

無/無効回答

4-② CoCoバスの不満

N=110

1番目に不満なこと

路線バス CoCoバス



５章目標達成のための施策・事業

４章基本方針と目標

基本方針

が に できる

を、

で
計画の目標

目標
１

持続可能な地域公共交通ネットワーク
を確保します

目標
２

安全・安心で快適に移動できる環境
をつくります

目標
３

地域の魅力向上のために
移動に便利なまちの拠点をつくります

目標
４

新たな技術等の効果的な活用に向けた
検討を行います

施策１－１ 持続可能な地域公共交通ネットワークの構築

① バスの持続可能な交通ネットワークに向けた連携

② 地域の多種・多様な移動手段の連携

③ 公共交通の現状に関する情報発信

施策１－２ コミュニティバスの効果的な活用

① CoCoバスガイドラインの継続的な運用

② CoCoバスだよりの発行

③ CoCoバスサポーターの導入検討

施策１－３ 公共交通不便地域への対応

① 移動に関する情報提供

② 新たな交通手段や運行形態の検討

目標１ 持続可能な地域公共交通ネットワークを確保します

施策１－４ 公共交通の利用促進

① 公共交通利用の啓発

② 運転免許返納後の公共交通利用促進

③ 公共交通利用促進に資するイベント等の実施・連携

施策１－５ 公共交通の担い手不足への対応

① 運転士不足の現状と課題の情報発信

② 運転士確保についての働きかけ

① 鉄道のバリアフリー化・安全確保の促進

② 主要バス停でのバス待ち環境の改善

③ ユニバーサルデザイン（ＵＤ）タクシー等の導入促進

目標２ 安全・安心で快適に移動できる環境をつくります

施策２－１ 移動環境の改善

① 心のバリアフリーの推進

② バス車内環境の改善

③ 交通ルール・マナーの向上

施策２－２ 公共交通利用マナーの向上

① リアルタイム運行情報の提供

② 公共交通マップの更新

③ 移送サービス情報の集約・周知

施策２－３ 情報提供の充実化

① 無電柱化事業と合わせた歩道の補修・改善

②
自転車総合計画の策定による通行空間の確保・安全
利用の推進

施策２－４ 歩行空間・自転車利用環境の形成

① 乗り継ぎ・乗り換え拠点の整備

② 駅前広場の維持・管理

③ 地域の乗り継ぎ拠点の設置検討

目標３ 地域の魅力向上のために移動に便利なまちの拠点

をつくります

施策３－１ 乗り継ぎ・乗り換え機能の強化

① 駅や主要バス停でのわかりやすい情報提供

② 多様な主体への案内機能の強化

施策３－２ 乗り継ぎ・乗り換え拠点における
情報提供の充実化

① シェアリングサービスの適切な活用

② 新たな技術や制度の活用に備えた関係者との連携

③ 民間資源の活用・連携

目標４ 新たな技術等の効果的な活用に向けた検討を行いま

す

施策４－１ 新たな技術等の活用に向けた検討

① オープンデータ化の促進

② まちづくりへの活用に向けたデータ収集・活用の検討

施策４－２ 公共交通に関するオープンデータの
まちづくりへの活用

① 環境にやさしい車両の導入支援

② 充電・充填施設の整備支援

施策４－３ 環境にやさしい車両の導入支援



目標１持続可能な地域公共交通ネットワークを確保します

施策１－２

コミュニティバスの効果的な活用

施策１－１

持続可能な地域公共交通ネットワークの構築

①バスの持続可能な交通ネットワークに向けた連携

各バス事業者との連携により、小金井市内を運行する
路線バス及びコミュニティバスにより形成される交通
ネットワークの維持・改善に取り組んでいきます。

周辺自治体と接続する路線が多くを占めることから、
情報発信や協議等により、周辺自治体との路線維持等
に向けた連携を行います。

①CoCoバスガイドラインの継続的な運用

「CoCoバス運行ガイドライン」では、運行の見直しを
検討する際の基準、かつ市民や利用者の方が利用状況
を把握し、より利用を促進するための基準となる「運
行継続基準」を設定することとしています。

 CoCoバスの利用状況の定期的な評価を行い、利用状況
や収支状況について市民へ情報を共有することで、
CoCoバスの在り方を共に考えるきっかけとします。

基準指標が運行継続基準を下回った場合は、市・市民
にて見直し検討を行います。また、地域の方々が新規
路線の導入を行いたいと考えた場合や、既存のCoCoバ
スについて変更を行いたいと考えた場合は、ガイドラ
インを基に検討を行います。

③公共交通利用促進に資するイベント等の実施・連携

交通事業者や周辺自治体と連携し、公共交通イベント
「こがねい★バスフェス」を継続的に実施します。

グッズ配布と合わせたCoCoバス一日乗車券の販売、
専門家によるバスの乗り方講座、ベビーカーでのバス
の乗り方講座などの情報発信を行います。

施策１－４ 公共交通の利用促進

①運転士不足の現状と課題の情報発信

バス・タクシー事業者と連携し、市ホームページでバ
スサービスの変更状況や運転士不足の現状に関しての
情報発信を行い、市民と公共交通の在り方を共に考え
るきっかけとします。

併せて運転士の仕事の魅力や運転士の募集情報を発信
することで、運転士の仕事に興味を持ってもらうきっ
かけを作ります。

施策１－５ 公共交通の担い手不足への対応
施策１－３ 公共交通不便地域への対応

①移動に関する情報提供

公共交通での移動が難しい地域や施設からの移動に関
して、市内の公共交通やシェアリングポートなど、多
様な交通手段を組み合わせた効率的な移動方法につい
ての情報提供を行います。

バス停から施設への道順の掲示等を行います。

運行、助言

 安全な運行サービスの提供
 事業継続の努力
 検討に対する助言
 利用状況・運行収支の把握

協 働

積極的な利用・協力
主体的な検討

 積極的な利用
 運行への積極的な協力
 新規導入・運行変更の検討
 利用促進策の実施
 適切な運賃負担
 地域の意向把握

定期的な評価
技術的・財政的支援

 事業継続の取組・検討
 利用状況の定期的な評価
 運行の見直し検討
 地域公共交通会議の運営

市 バ ス 事 業 者

地 域 住 民

   

  

                        
               

                 

         
         
      

     
     
      
    

 

※鉄道駅から500m(新小金井駅は300m)以遠かつ、１日の運行本数が20便以上（CoCoバス東町
循環は19便/日）のバス停留所から300m以遠の地域

公共交通不便地域

■ガイドラインでの役割分担CoCoバスガイドライン

桜町病院での
案内

こがねい★バスフェス
の様子

バス事業者各社のホーム
ページ・広告

YouTubeや運転士体験の
動画配信



目標２ 安全・安心で快適に移動できる環境をつくります

①心のバリアフリーの推進

様々な利用者が安全・安心に公共交通を利用する
ことができるよう、交通事業者とともに、合理的
配慮の提供を行います。

また、利用者同士での声かけを促進します。（ベ
ビーカーでのバス利用や高齢者の着席など、声か
けのポイントの周知やサポート月間の設定等）

教育機関等と連携し、子どもたちへのバリアフ
リー教室の開催を推進します。

①リアルタイム運行情報の提供

市内を運行する路線バスやコミュニティバスの運
行情報をリアルタイムに確認できるようにするた
め、バス事業者等と連携し、標準的なバス情報
フォーマット（GTFS-JP、GTFSリアルタイム）
に従ってオープンデータ化を促進します。

CoCoバス・ミニ（野川・七軒家循環）への位置
情報や乗車状況の提供に向けた検討を行います。

施策２－２ 公共交通利用マナーの向上

施策２－３ 情報提供の充実化

福祉車両乗車体験 バス出前講座
出典：関東運輸局ホームページ

バリアフリー教室の様子

鉄道駅での
「声かけ・サポート」ポスター

京王バスのバスナビ

③ユニバーサルデザインタクシー等の導入促進

誰もが安心・安全で快適に利用できる、ユニバー
サルデザインタクシー車両及び福祉タクシー車両
の導入を促進します。

必要に応じて、タクシー事業者の取組の支援や、
車両の利用についての市民への周知を行います。

施策２－１ 移動環境の改善

ユニバーサルデザイン
（UD）タクシー

出典：国土交通省「新しいユ
ニバーサルデザインタクシー
を認定しました！」（令和6年
4月15日）

①無電柱化事業と合わせた歩道の補修・改善

小金井市無電柱化推進計画に基づき、電柱の地中
化を推進するため、市道第136号線（ムサコ通
り）と市道第12号線（緑中央通り）の2路線につ
いて優先的に整備を進めています。併せて歩道の
補修や改善を行い、安全・快適な歩行環境の形成
を進めます。

東京都無電柱化計画に基づき、東京都と市が連携
して都道の無電柱化を推進していきます。

施策２－４ 歩行空間・自転車利用環境の形成

整備前

整備イメージ

無電柱化の推進

出典：小金井市無電柱化推進計画【改定】（令和4年4月）



目標４ 新たな技術等の効果的な活用に向けた検討を行います

②新たな技術や制度の活用に備えた関係者との連
携

公共交通連携（MaaS等）や、最新の法制度改正
（自動運転等）等の今後の活用に備え、必要に応
じて関係者とともに新たな技術や制度の研究・調
査を行います。

①環境にやさしい車両の導入支援

コミュニティバスの車両の入替時に電気バス
（EV）等の導入を検討します。

市内のバス事業者及びタクシー事業者に対し、国
や東京都の補助の案内や申請支援を行います。

施策４－１ 新たな技術等の活用に向けた検討 施策４－３ 環境にやさしい車両の導入支援

目標３ 地域の魅力向上のために移動に便利なまちの
拠点をつくります

①駅や主要バス停でのわかりやすい情報提供

系統ごとに乗り場が分散している駅前広場では、
バス事業者との協議の場を設けるなど、連携して
案内表示の統一化を図ります。どの乗り場から、
どのバスに乗って、どのように運賃を支払えばよ
いのかなどをわかりやすく示します。

武蔵小金井駅では、南北の出口によってバスの行
き先が異なり、来訪者にとってわかりにくいため、
鉄道事業者やバス事業者と連携し、改札近くで主
要なバス乗り場を把握できる案内表示の方法を検
討します。

③地域の乗り継ぎ拠点の設置検討

新庁舎等や大規模公園・大学等の拠点施設や主要
なバス停周辺では、公共交通を利用したあと、自
宅や目的地までのあと一歩の移動を支援するため
に、シェアリングサービス事業者との協議により、
シェアリングポートの設置を推進します。

施策３－１ 乗り継ぎ・乗り換え機能の強化 施策３－２

乗り継ぎ・乗り換え拠点における情報提供の充実化

杉並区役所のシェアサイクルポート

マルチモビリティステーション

武蔵小金井駅南口の
デジタルサイネージ

公共交通連携（MaaS）
のイメージ

清瀬市コミュニティバス
でEVバスの導入

出典：国土交通省ホーム
ページ「MaaSとは」



６章 計画の実現にむけて

評価指標と目標値の設定

７章 おわりに

推進体制

評価指標
関連
目標

現状値 目標値 考え方

1
公共交通利用
者数
（鉄道・バス）

目標１

目標２

目標３

132,250
人／日

(令和5年)

147,000
人／日

(令和14年)

コロナ流行後の生活様
式変容による減少と今
後の人口増加を考慮し、
コロナ流行前の水準を
目標値として設定

2 市内公共交通
の満足度

目標１

目標２

目標３

目標４

47.5％
(令和6年)

60.0％
(令和14年)

令和元～5年度の満足

度の伸びを継続するとし
て目標値を設定

3

バスの利用環
境（バス停、乗
り継ぎ、情報提
供）に対し特に
不満を感じてい
る人の割合

目標２

目標３

34.7%
(令和5年)

29.0%
(令和14年)

『指標２：市内公共交
通の満足度』の増加に
合わせて、不満度は同
割合で減少するとして
目標値を設定

4
新たな技術の
活用に向けた検
討・協議体数

目標４ ―
4つ

(令和14年)

普及が進むGTFS、シェ
アモビリティの2つ、今後
進展する技術（MaaS、
自動運転など）から2つ
の計4つで目標値を設
定

各施策・事業の着実な実施と効果発現

バス環境
改善

利用者数増

満足度向上

新技術
活用

効率的・効果的な事業の推進

適切な評価・検証

モニタリング

地域公共交通活性化協議会

協働・連携
・計画の進捗管理
・必要に応じた見直し
・各種データの共有

公募市民

交通事業者

学識経験者

関係機関

小金井市

福祉団体

部会
専門性の高い
議論など

市民・利用者アンケート調査
市民の方々や実際に公共交通を利用している方の
課題やニーズを把握するため市民・利用者（路線
バス・CoCoバス・タクシー）アンケート調査を
実施し、多くの意見をいただきました。

地域懇談会（計3回）
アンケート調査では確認することが難しい、具体的な地域の課題
や計画に記載する施策・事業の内容についてご意見を伺うため、
3回の地域懇談会を実施しました。

小金井市の今後の公共交通をより良いものにするためのアイデア
をたくさんいただきました。

地域公共交通活性化協議会

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律の規定に基づく会議体
です。公募市民・公共交通事業者・関係行政の職員等からなり、生
活に必要なバス等の旅客運送の確保その他旅客の利便の増進に向け
て本計画の検討を行いました。

事業者ヒアリング

移動状況や交通に関する課題について、日常的に利用者と接してい
て見聞きする問題、また、サービス等を提供している事業者の視点
でも把握するため、バスやタクシー・シェアサイクル事業者、福祉
団体、公園管理者に対してヒアリングを行いました。

各施策・事業の実施に向けて専門性が高い
議論が必要となった場合には、法定協議会の
下部組織にあたる「部会」を設置します。

議論のテーマに応じて、法定協議会の委員
のみならず、必要に応じて他の関係者に参画を
求め、協議・調整や検討を行います。

目標の達成状況を評価するための評価指標・目標値を設定します。


